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データプライバシーデー、 

プライバシーに注意を向けてみませんか 

 

（2015年 1月 28日ヘルシンキ発 － フィンランド本社発表資料抄訳） 

 

企業、特にオンライン広告業者は、かつてないほど多くの個人情報を入手しています。エフセキュアは、

Freedome のような製品を通じて広告業者の追跡を防ぐために尽力している一方で、新たに定めたプラ

イバシーポリシーにより、個人情報を尊重する姿勢をさらに強く打ち出します。 

 

企業がかつてないほど多くの個人情報を持つ時代に、皆さんはこれらの情報がどのように利用され

ているかご存知でしょうか。エフセキュアは、プライバシーアプリの Freedome を通じてオンライ

ン広告業者による追跡を阻止する一方で、データプライバシーデーにちなみ、当社の顧客データの取

り扱いについて新たに定めたプライバシーポリシーを公表しています。 

私たちは企業に対し、これまで以上に多くの個人情報や購買習慣を提供しています。それは、ウェブ

サイトでフォームを記入するときのように公然と行っている場合もあれば、オンライン広告業者が

ウェブ上でのクリックを追跡し、私たちの趣味や好みについてのデータを得ている場合のように私

たちが気づかないうちに行っている場合もあります。こうした広告業者は、私たち個人についての詳

細かつ膨大なプロファイルを構築しています。私たちがインストールしているアプリは、さらに多く

の個人情報を蓄積しています。その結果、私たち一人ひとりに関する大量のデジタルデータが拡散し、

その制御がますます困難になっているのです。 

Adroit Digital の調査によると、回答者の 58%は小売業者から優待キャンペーンなどの特別なサービ

スを利用する際に多くの個人情報を提供しなければならないことを快く感じておらず、また、82%は

オンライン広告業者が所有する個人情報の量に不快感を抱いています。さらに、SAS の調査では、

回答者の 69%以上が、最近の数々のニュースにより企業が保有する個人情報に対する懸念が高まっ

たと答えています。エフセキュアの調査*では、個人ユーザの 85%が、知らない企業からはオンライ

ンで買い物をしないと回答しています。 

こうした統計値は、もちろん頻繁に報告されるデータ漏洩の影響を受けてはいるものの、それと同時

に企業などの組織が、預かったデータをどう利用しているのかということに対する不信感も影響し

ています。例えば本年 1月、米国国民は、政府の保健医療ウェブサイトが広告業者や分析業者に利用

者の個人情報を秘かに流出させていたことを知り大きな衝撃を受けています。 

個人情報はお客様のもので、我々のものではありません 

エフセキュアのコンシューマ・セキュリティ担当エグゼクティブ・バイスプレジデントのサム・コン

ティネンは次のように述べています。「一人ひとりの個人情報はものすごい勢いで増えています。そ

れこそがエフセキュアがプライバシーポリシーをまとめた理由であり、当社がお客様の個人情報や
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コンテンツを扱う際の根本となるポリシーを皆さまに知っていただくことを目的としています。当

社は、これまでも常にこれらの基本理念のもとに行動してきましたが、この度、これをまとめ、公表

いたしました。私たちはお客様がエフセキュアを利用する際、当社が皆様のデータやコンテンツを大

切に扱っていること、つまりこれらの情報はお客様のものであり我々のものではない、ということを

知っていただきたいと考えております。」 

エフセキュアのプライバシーポリシーには、「バックドアはありません」、「特に必要とする場合で

なければ、当社は情報提供をご依頼することはございません」、「当社は、お客様の個人情報を、隠

された目的のために使用することはございません」などといった内容が明記され、その背景には本社

のあるフィンランドの厳格なプライバシー法があります。フィンランドでは、プライバシー全般およ

び通信プライバシーが憲法により保護されています。通信の秘密保持はフィンランドでは当たり前

のことです。 

エフセキュアはこうした確固たる信念に基づき、その独自の設計にプライバシーとセキュリティを

組み入れた製品の開発に取り組んでいます。そのうちの 1 つが、追跡防止テクノロジーやマルウェ

ア防止機能のほか、VPN を利用した WiFi セキュリティを提供するプライバシーアプリの F-secure 

Freedome です。Freedome の追跡防止機能を使用することで、ユーザはオンライ広告業者からデー

タを守ることができます。また重要なのは、この製品自体がユーザのプライバシーを侵害しないよう

に作られており、ユーザの閲覧履歴のログを記録しないということです。 

コンティネンはさらに次のように述べています。「今こそ良きパートナーを選ぶ時です。これは皆さ

ん自身の問題です。ポリシーに明記されているように、当社は自由でオープンなインターネットが人

類の進歩に寄与すると信じ、それを支援する人々がいらっしゃるからこそ、プライバシーとデジタル

フリーダムのために戦うことができるのです。」 

個人情報を守るための 6 つのヒント 

 コミットする前に確認する‐企業との関係において多量のデータを引き渡す必要がある場合、

プライバシーポリシーを確認して企業が顧客情報をどのように利用しているかを知る。 

 プライバシーモード利用する‐ウェブブラウザのプライベートモードまたはシークレットモ

ードを選択して、ウェブサイトが Cookie を使用して個人を特定できないようにする。 

 設定を確認する‐このリストを使って、e コマースやソーシャルメディアなど、あらゆる人

気サイトにおけるプライバシー設定を確認する。リストはデータプライバシーデーを支援す

る人たちから提供されているものです。 

 安心して検索する‐エフセキュアの無料検索エンジン、F-Secure Search を利用する。検索

履歴がどこにも保存されないため、ユーザが特定されることはありません。 

 情報を得る‐エフセキュアの無料アプリ、F-Secure App Permissions を利用する。携帯電

話にインストールしたアプリにどのような情報が提供されたかを知ることができます。 

 広告業者と距離を置く‐エフセキュアのプライバシーアプリ、F-Secure Freedome を利用

する。サードパーティのオンライン広告業者によるインターネット上での追跡を阻止できま

す。Freedome はこちらから 14日間の無料体験版をご利用いただけます。 

 

*F-Secure Consumer Values Study 2014（2014 年エフセキュア消費者価値調査）は、米国、英国、

フランス、ドイツ、ブラジル、フィリピンの 6 カ国からそれぞれ 800 人、合計 4,800 人を対象に年

齢、性別、所得別に実施したオンラインインタビューです。この調査は、Informed Intuitions ととも

に企画され、データは、2014 年 7 月に Toluna Analytics により収集されました。 
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詳細情報： 

エフセキュアのプライバシーポリシー  

データプライバシーデー 

 

*エフセキュアの社名、ロゴ、製品名は F-Secure Corporationの登録商標です。 
*本文中に記載された会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。 

 

 

 

エフセキュア株式会社 会社概要 

 

http://www.f-secure.com 

 

F-Secure – Switch on freedom 

 

エフセキュアは、オンラインセキュリティおよびプライバシー保護を提供するフィンランドの企業で

す。弊社は、世界中の何百万人もの人々が、監視されることなくインターネットを楽しみ、さまざま

なデータを保存や共有する力と、オンラインの脅威からの安全性を提供します。弊社の存在意義は

「デジタルフリーダム」のために闘うことです。この動きに参加し、自由のために闘いましょう。

1988 年創業のエフセキュアは、NASDAQ OMX Helsinki Ltd に上場しています。 

エフセキュア株式会社は、エフセキュア社 100%出資の現地法人として設立され、以降、増収を続け

ながら順調に企業規模を拡大しており、2014年 5月に日本法人設立満 15 周年を迎えました。 

会 社 名:  エフセキュア株式会社 

カントリーマネージャ: アリエン・ヴァン・ブロックランド 

所 在 地:  〒102-0072 東京都千代田区飯田橋 3-11-14 GS 千代田ビル 5F 

設  立:  1999 年 5 月 

事業内容:  セキュリティ関連製品・サービスの販売およびサポート 

 

 

 

本件に関するお問合せ先 

エフセキュア株式会社 

マーケティング部 

Tel: 03-3556-6301  Fax: 03-3556-6295 

Email: japan@f-secure.co.jp 

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋 3-11-14  GS千代田ビル 5F 

URL: http://www.f-secure.com 

Blog: http://blog.f-secure.jp 
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